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日本語会話データに見られる
対比談話標識の使用実態

陳　相州

キーワード　日本語対比談話標識、コミュニケーション機能、シフト現象、
「ただ」

１．はじめに

　接続詞は二つ以上の語、文節や文などの接続関係を示すものであるが、日常

会話では接続機能のみならず談話標識（discourse markers）としても機能してい

る。談話標識によって話し手は自分の発話意図を聞き手に伝達することがで

き、聞き手もこれによって最小の労力で話し手の発話意図を推理し理解するこ

とができる。例えば、

例１　Ａ：Mary has gone home.

　　　Ｂ：（φ/After all/Thus/Moreover/However）,She was sick.

 （Fraser１９９６：１８６）

　Maryがもう家に帰ったというＡの発話に対し、Ｂは何も加えずに彼女が病気

であることを伝えられるが、After all/Thus/Moreover/Howeverを用いることに

よって弁明や結論を出すなどのＢの発話意図をより明白にＡに伝えるばかりか

ＡもＢの発話意図を理解することができる。Fraser（１９９６）はAfter all、Thus、

Moreover、Howeverのようなものを談話標識とし、それについて、“the 

linguistically encoded clues which signal the speaker's potential communicative 

intentions（話し手の潜在的発話意図を示す言語コード）（１６８頁）”と定義する。

更にHoweverのような“signaling that the utterance following is either a denial or a 

contrast of some proposition associated with the preceding discourse（後続する発話が

先行発話に関連する何らかの命題に対する否定や対比関係にあることを示す）

（１８７頁）”場合を特に対比談話標識（contrastive discourse markers）と呼んでい

る。日本語の場合は「でも」、「だけど」、「しかし」など従来、逆接接続詞と呼
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ばれるものが実会話で対比談話標識として機能していると考えられる。

２．研究の目的

　国立国語研究所（１９５５）の調査結果によると、「でも」、「だけど」、「しかし」

などの対比談話標識は日常会話で「それで」に続き、よく使用されるマーカー

であることがわかっている。本研究の考察対象は対比談話標識の中でもっとも

よく使用される「でも」、「だけど」、「しかし」に絞ることにする。

　本研究では、まず「でも」、「だけど」、「しかし」が会話進行上どのような働

きを果たし、とりわけ会話の中でしか観察できない対比談話標識ならではの機

能を明らかにする。また、実際の会話では例２のように、「でも」、「だけど」、

「しかし」などの対比談話標識を交互に使用することはよく観察される現象で

ある。どのような要因で一方の対比談話標識を使用せず、他方の対比談話標識

を選択して用いるのかという標識間交互使用の理由解明も本研究の目的であ

る。

例２

３．分析資料

　本研究は日本語対比談話標識の日常使用実態を明らかにするため、自然会話

を大量に収録している『BTSによる多言語話し言葉コーパス－日本語会話１』

を使用する。また、会話参与者の親疎関係と上下・役割関係に関わる力関係の

２変数が話者の対比談話標識の使用にどの程度影響を与えるかを明らかにする

発話内容話者発話文終了発話文番号

でも千葉なのね。［↑］IF１２＊３７０

うちの母も千葉だから。IF１２＊３７１

嘘どこ？。IF１１＊３７２

だから松戸。IF１２＊３７３

あそっか。IF１１＊３７４

だけど、母も移動してんだよ。IF１２＊３７５

あそうなの？。IF１１＊３７６
１
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ため、今回分析したのは同年代友人同士の雑談（親）、同年代初対面同士の雑談

（疎）及び論文指導（力関係）の３場面（計４２組、約８４０分）である。２表１に

３場面の全会話文数の合計を示す。

表１　３場面の全会話における文数

４．研究結果と考察

　同年代友人同士の雑談、同年代初対面同士の雑談及び論文指導の異なる場面

で、日本語対比談話標識の使用状況は同じか否かを明らかにするため、各場面

の全会話文数をもとに「でも」、「だけど」、「しかし」の使用頻度と割合３を調べ

た。表２はその結果である。

表２　３場面の会話における対比談話標識の使用頻度と割合

　岩澤（１９８５）の調査では、談話のデータに「でも」が中心に使用されており、

「でも」は談話場面における逆接接続詞の基調（中心に使用するもの）４である

と論じている。表２に見られるように、対比談話標識はすべてを満遍なく均等

に使用しているわけではないことが明らかになった。各場面の親疎関係と力関

係の設定が異なるにもかかわらず、「でも」の使用率が「だけど」と「しかし」

より遥かに高く、岩澤（１９８５）の主張と同様に「でも」は対比談話標識の基調

となるものであると考えられる。

　以下では日本語対比談話標識のコミュニケーション機能、及び「でも」を基

調とする日本語対比談話標識の使用が「だけど」と「しかし」へシフトする現

象を分析する。

論文指導同年代初対面同士の雑談同年代友人同士の雑談

１１０９６１５５１２４８２文数

論文指導同年代初対面同士同年代友人同士場面
種類 割合頻度割合頻度割合頻度

２．３４％２６４．４２％２７２４．７４％５９２でも

０．００％００．０５％３０．２０％２５だけど

０．３６％４０．００％００．０２％２しかし
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４．１．日本語対比談話標識のコミュニケーション機能
　日本語対比談話標識のコミュニケーション機能は以下に述べる対立予告、話

題移行、情報追加の３つにまとめられると考えられる。３場面の会話データを

考察したところ、「でも」、「だけど」、「しかし」の３つの対比談話標識はすべて

が対立予告、話題移行、情報追加の３つの機能を受け持ちあっていることがわ

かった。ここで注目しておきたいのは、谷崎（１９９４）とメイナード（２００４）が

指摘したように、談話標識はコミュニケーション上同時に複数の機能を果たし

ていることが多いため、３つの機能をきれいに切り離すことができないという

ことである。以下、日本語対比談話標識のコミュニケーション機能に関する説

明は対比談話標識の使用基調である「でも」をもって進めていく。

４．１．１．対立予告
　「でも」、「だけど」、「しかし」は接続詞の研究において逆接の接続詞として位

置付けられている。永野（１９５９：８６）は「逆接」の定義について、「前の事がら

とそぐわない事、つりあわない事、反対の事、などが次にくることを表すもの。

または、前とあととを対立させる意味を表すものもある」と説明している。

　談話レベルにおいても、「でも」、「だけど」、「しかし」の対比談話標識を使用

することによって、先行発話（Ａ）と異なる事柄や事実（非Ａ）を提示し、対

立５関係を表すことができる。「でも」、「だけど」、「しかし」を用いて先行発話

との対立的な関係を予告するのは対比談話標識の対立予告という機能である。

例３

　例３は「でも」が導いた事実はＦ０１が提供する情報と食い違ったため、先行

するＦ０１の発話と後続するＦ０２の発話に、「でも」を用いて両発話の対立を予告

するものである。例３のようにＡ（お化けが出るという噂）と非Ａ（お化けが

出なかった）がはっきりと対立する典型的な表現は岩澤（１９８５）が指摘したよ

うに、実際には少なく、会話参与者の推論と判断に頼り間接的に成り立たせる

ことがむしろ多い。 

発話内容話者発話文終了発話文番号

】】＜でも＞｛＞｝、あれ、ただお化けが出るって噂だっ
たよね。

F０１＊４６１

うん。F０２＊４６２

ま、でも、お化けは＜出なかった＞｛＜｝。F０２＊４６３
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例４

　例４は親しい女性同年代友人同士の会話であるが、Ｆ０５は録音できるものが

ほしいと打ち明けたあと、Ｆ０６も同じ願望を示した。しかし、Ｆ０６が既に録音

できるものを持っていると認識しているＦ０５にとっては思いがけない発言であ

るため、「でも」を用いてＡ（Ｆ０６：私も欲しいけど→Ｆ０６が録音できるものを

所持していない）と非Ａ（Ｆ０５：持ってなかった？→Ｆ０６が録音できるものを

所持している）の関係を結び、対立的な関係を間接的に成立させた。

４．１．２．話題移行
　上述したように、対比談話標識が連結したＡと非Ａの間に明確な対立関係が

示されていることは実会話で少なく、会話参与者の判断に任される部分がむし

ろ大きい。岩澤（１９８５）が述べたように、その部分がさらに増大し、逆接関係

が曖昧化するにつれ、対比談話標識の逆接性が薄くなる。これは対比談話標識

の話題移行という機能に至る経緯と考えられる。

　話題移行という機能は、話題を移行させるという目的で対比談話標識を使用

する場合である。対立予告とは異なり、後続発話と先行発話の対立関係を予告

することはなく、単に話題を移行するための標識として機能するものと言えよ

う。話題移行という機能は更に以下の「話題発展」と「話題回帰」に細かく分

けることができる。

・話題発展

　この用法は諸先行研究が論じた展開用法（岩澤１９８５、クワンチャイ１９９９、な

ど）の概念にほぼ相当する。つまり、例５のように先行部分との間に明確な逆

接・対比がなく、単に時間の経過を追って今の話題をさらに発展させるもので

発話内容話者発話文終了発話文番号

あーでも、いいな、これ。F０５＊５１０

録音できるやつ、私も欲しい。F０５＊５１１

私も欲しいけど。F０６＊５１２

でも、持ってなかった？。F０５＊５１３

いただいたの。F０６＊５１４

いただいたの？。［驚いたように］F０５＊５１５

いただいたの、あれ。F０６＊５１６

録音はできない。F０６＊５１７
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ある。岩澤（１９８５）とクワンチャイ（１９９９）によると、この用法は「でも」の

会話使用の中で最もよく使われている用法でもある。

例５

　上の例はＦ１１が自分の中学校の寮生活について語る会話である。「寮ってご

飯は出なかったの」というＦ１２が抱える質問に端を発して話題は“寮の食事”

に移った。この例でＦ１１は「でも」を用いて先行発話であるＡ（Ｆ１２：あー、

そっかそっか→Ｆ１１が説明した寮の給食システムを理解した）というＦ１２の発

言に対して非Ａの内容を立てたよりも、今現在の“寮の食事”という話題をさ

らに“寮の食事に関する詳しいこと”へ進めたという解釈がより適当であると

考えられる。

・話題回帰

　例６は親しい女性同年代友人同士が雑談の中で卒業旅行を論じた会話部分で

ある。Ｆ０１とＦ０２はまず旅行地を韓国にするという話をし、それから「人名１９」

に言及したことで話題も更にアメリカの方へ進んでいった。最後に、Ｆ０１は

「でも」を使って話題を再び韓国の話に戻した。「でも」を用いて元の話題に戻

したのはこの話題回帰の機能である。

 

発話内容話者発話文終了発話文番号

え、寮ってさ（そう、うん）、寮ってご飯は出なかった
の？。

F１２＊５０２

や、出る、出る。F１１＊５０３

あのねー、朝とー夜はちゃんと出てたよ。F１１＊５０４

うーん。F１２＊５０５

昼は学校の食堂でって。F１１＊５０６

あー、そっかそっか。F１２＊５０７

うーん。F１１＊５０８

でもねー、なんか、寮のしょくーじ'食事' って、やっぱり
こう、なんだろう、とりあえず大量生産じゃん。

F１１＊５０９

うーん、うん。F１２＊５１０

だから、手間をかけらんないしー（うん）、でもー、カロ
リーとかー（うん）、栄養価とかをがんばって考えないと
いけないし（うん）みたいな（うんうん）感じで。

F１１＊５１１
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例６

　例６では「でも」が導いた「韓国で焼肉が食いたい」という内容は先行する

Ａ（全然行ける→アメリカに行ける）というＦ０２の発話に非Ａの対立関係を立

てたものではなく、アメリカの話題をさらに進めていったものでもない。「で

も」の導く話題は直前の話題と一貫性がないように見えるため、諸先行研究（岩

澤１９８５、クワンチャイ１９９９、など）がこの用法を「転換用法」と呼んでいる。

対比談話標識が話題の転換に使われる特色について、岩澤（１９８５）は話の中断

感を与えず、話題の転換をソフトに運べる利点があると述べている。

　しかしながら、この用法が導入される話題は浜田（１９９５）が説明した通り、

「先行文脈と無関係なまったく新しいものではなく、会話の参与者の共有知識

に何らかの形で導入済みでなければならない（２０３頁）」。すなわち、話題回帰と

いう用法が導入される話題は既出の先行話題や話し手と聞き手の共有知識に存

在するものでなければなるまい。会話の参与者の共有知識に存在しない、ある

いは本筋ではない話題を再度持ち出す場合には、稗田（２００３）は「『ところで』

や『話は戻るけど』『さっきの話だけど』といった別の談話標識が必要となるの

ではないか（２０１頁）」と説明した。

 

発話内容話者発話文終了発話文番号

ちゃう、ちゃう、とりあえず卒業旅行に行こうよー。F０２＊６７６

あ、そうだ、そうだ。F０１＊６７７

あたし韓国行きたいとか。F０１＊６７８

あ、行く？＜笑いながら＞＜笑い＞。F０２＊６７９

韓国いこっか？。［この間、Ｆ０２は笑っている］F０１＊６８０

中略

｢人名１９｣ってなに［↑］、どこにいんの？。F０１＊６９６

アメリカ？。F０１＊６９７

中略

安そうだよね。F０１＊７１０

うん。F０２＊７１１

全然＜行ける＞｛＜｝。F０２＊７１２

＜あ、でも＞｛＞｝韓国で焼肉が食いたい。F０１＊７１３

あ、確かに。F０２＊７１４
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４．１．３．情報追加
　情報追加という機能は、話題移行と同様に対比談話標識の本来所持している

逆接性が希薄したため生じたものである。話題移行と異なるのは、用いられた

位置からいうと、話題を移行するというより、むしろ自分が提出した部分の内

容を自ら補ったり、その他の条件や例外などを述べたりするものである。岩澤

（１９８５）によると、この用法は補足型接続詞と呼ばれる「ただし・ただ・もっ

とも」などと置き換えが可能である。

例７

　例７はＦ１１がＦ１２に寮の朝食を説明する会話である。Ｆ１１は寮が提供する朝

食について、バイキングっぽかったんだと最後に総括したが、説明はここで終

わると見なすこともできると思われる。その後で使用した「でも」の働きは先

行発話との対立関係を予告したり話題を移行したりするより、Ｆ１１が説明した

寮の朝食に関する内容を補足するものであると考えられる。

４．２．日本語対比談話標識間のシフト現象
　上述したように、「でも」は日本語対比談話標識の基調であると思われる。会

話を進行する途中に対比談話標識を使用する箇所に「でも」ではなくあえて

「だけど」や「しかし」などのほかの対比談話標識を選択して用いることは有

標的な行動と見なしてもよいであろう。「だけど」または「しかし」へシフトし

てそれらを用いた発話は全体の会話にいかなる効果があるのかを以下で説明す

る。

発話内容話者発話文終了発話文番号

朝はー、なんか、パンとご飯と選べてたのね。F１１＊５１８

うん。F１２＊５１９

で、なんか、ご飯食の人は、味噌汁お替り自由みたいな
感じで。

F１１＊５２０

へー。F１２＊５２１

パン食の人はー、パンお替り自由みたいな感じで（ほん
ほんほんほん）、やっててー。

F１１＊５２２

朝はバイキングっぽかったんだけど＝。F１１＊５２３

＝でもねー、すっごい品数が少ないの。F１１＊５２４

あー。F１２＊５２５
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４．２．１．談話標識「だけど」へのシフト
　表２に見られるように、談話標識「だけど」は同年代友人同士の雑談という

場面で多く使用されている一方、同年代初対面同士の雑談という場面ではめっ

たに使用されず、更に論文指導の場面では一例も用いられなかったことがわか

る。したがって、談話標識「だけど」へのシフトは会話場面の親疎関係と力関

係に強く関わっており、心的負担が少ない親しい同年代友人同士の場面に現れ

やすいと言えよう。形式的には、談話標識「だけど」の前後に隣接した発話に、

例８と例９のように「そうそう」、「～だよね」などの共感を示す発話形式が現

れていることが特徴である。また、「だけど」が導く発話内容は例９「だけど

ねー、できないんだよねー」のように遺憾や不満などの心的態度を表すものも

よく見られる。

例８

例９

　「だけど」の出現が「そうそう」や「～だよね」などの共感を示す発話形式に

伴いやすいことからすると、会話進行の途中に「でも」を基盤とする対比談話

標識の使用を「だけど」へシフトし、「だけど」を用いた発話行為はポジティ

発話内容話者発話文終了発話文番号

／少し間／｢人名１｣の紹介みたいな感じだった。F２０＊３８９

そうそうそうそう。F１９＊３９０

だけどさ、なんか、前さほら、私、中国人の知り合いの
人とことか（うんうんうんうん）行ってたりしたからさ、
なんかも、｢人名２｣君と｢人名１｣とー、｢人名３｣とー、、

F２０／３９１－１

＜そうそうそうそう＞｛＜｝。F１９＊３９２

発話内容話者発話文終了発話文番号

やっぱ、それくらいあった方がいいよね（うん）、＜でき
るんだったら＞｛＜｝。

F０５＊２２１

＜だか、２回＞｛＞｝やりたいってみんな言ってるよ。F０６＊２２２

そう＜だよねー＞｛＜｝。F０５＊２２３

＜うーん＞｛＞｝。F０６＊２２４

だけどねー、できないんだよねー。F０６＊２２５

わたし、なんか、もっと、１週間とか２週間とか＜
ずーっとやるのかと思った＞｛＜｝。

F０５＊２２６
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ブ・ポライトネス・ストラテジー（positive politeness strategy）であると考えら

れる。ポジティブ・ポライトネス・ストラテジーとは相手に親しみや一体感を

示し、自分が相手と共通の基盤に立っていることを表すものである。

４．２．２．談話標識「しかし」へのシフト
　表２に見られるとおり、３場面の会話データの中で「しかし」の使用が観察

できたのは同年代友人同士の雑談と論文指導の２場面のみである。また、今回

分析として利用した会話データの中では「しかし」を用いた用例の数は多くな

いが、「しかし」の使用割合の観点からいって、論文指導場面は同年代友人同士

雑談場面の１３倍で、３場面でもっとも多く使用する場面と言えよう。したがっ

て、談話標識「しかし」はフォーマルな場面で主に用いられ、真剣な話を繋ぐ

傾向があると考えられる。下の例の「しかし」はJTM０６（教師）が学生の研究

についてコメントする会話で現れるものである。

例１０

　「しかし」は例１０のように真面目な話で用いられることが多いが、これを親し

い間柄での会話で用いることにより、違和感から生じる面白味のある言い方に

なることも例１１のような同年代友人同士の雑談の場面で観察された。

例１１ 

発話内容話者発話文終了発話文番号

＜＝で＞｛＞｝、それは、あの、もっと古く、あの芥川竜
之介『神々の微笑』という作品があって、その日本とい
うのは、結局何でも取り込んでしまう（はい）、ん、仏教
も、え、儒教も、キリスト教も、あらゆる科学技術も取
り込んでしまう＝。

JTM０６＊１１

＝しかし、日本に取り込まれた瞬間、それすべて、日本
のものに、こう作り変えられて（はい）しまう、そういっ
た、あのことを、その『神々の微笑』という短編の中で、
あの、登場人物に言わせていますよね。

JTM０６＊１２

発話内容話者発話文終了発話文番号

雨天時はさー、時間遅らそう。［↑］F１６＊４４５

しかし、遅刻厳禁ね＜笑いながら＞。F１６＊４４６

え。F１５＊４４７
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４．２．３．対比談話標識の代替としての「ただ」の使用
　論文指導の場面では対比談話標識の使用率がもっとも低いことが表２から窺

われる。対比談話標識の低い使用率の原因を探求した結果、論文指導の場面で

は対比談話標識のかわりに「ただ」が多用されることがわかる。下の表３は各

場面の「ただ」の使用頻度と割合である。

表３　３場面の会話における「ただ」の使用頻度と割合

　談話標識「だけど」を用いた発話行為は前述したようにポジティブ・ポライ

トネス・ストラテジーであるため、ほかの２つの場面より心理的負担が少ない

と考えられる同年代友人同士の場面で現れやすいと考えられる。一方、「だけ

ど」の使用状況と異なり、「ただ」の使用は表３に示したように、逆に同年代初

対面同士と論文指導の場面で多く、特に論文指導の場面での使用割合は３場面

でもっとも高いことがわかる。更に、力関係が会話中の談話標識の選択にいか

なる影響を与えるかを明らかにするため、論文指導場面の教師と学生の使用状

況を取り上げて分析した。

図１　教師と学生の対比談話標識及び「ただ」の使用割合

　図１に見られるように、対比談話標識「でも」と「しかし」の使用は教師に

偏っているのに対し、学生は「でも」、「だけど」、「しかし」のような対比談話

論文指導同年代初対面同士同年代友人同士場面
種類 割合頻度割合頻度割合頻度

１．５３％１７０．１５％９０．０４％５ただ
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標識のかわりに「ただ」を比較的多く使用することがわかる。以下で論文指導

の場面、特に学生の方は対比談話標識より「ただ」を多く用いる理由を説明す

る。

　４．１．３．のところで説明したように、対比談話標識の情報追加という機能

は、既出の部分の内容を制限または補足するものであるため、「ただし・ただ・

もっとも」などと置き換えが可能である。しかし、同じ情報追加という機能を

有するとはいえ、対比談話標識と「ただ」は使用上に差異がある。

　対比談話標識の使用は先行部分に反する内容を提示するという性質があり、

強調したい発話の重点は後続発話にあると考えられる。一方、「ただ」のような

いわゆる補足の接続詞は飛田・浅田（１９９４）が論じたように、先行部分の内容

に対して後続部分でその成立条件、制限や相関情報などを付け加えるものであ

り、発話の重点は後続発話ではなくあくまで先行発話にある。川越（２００３）に

よると、会話レベルにおいて「ただ」の使用は相手に押し付けがましく聞こえ

ないようにするためにわざと重点を置いていないような「見せかけの重点はず

し」の機能を持ち、話し手が自分の発話に関して＜聞き手配慮＞をする必要が

あると判断するときに使われる傾向がある。＜聞き手配慮＞とは、聞き手の立

場や心情に配慮し、言いにくいことは婉曲に言う、あからさまに反論したり問

題点を指摘したりして相手の気分を害さないようにするコミュニケーション上

のストラテジーであり、Brown & Levinson（１９８７）のポライトネス理論におけ

る「ネガティブ・ポライトネス」にほぼ相当する（川越２００３）。つまり、情報追

加の機能として、「ただ」を用いる発話行為は対人関係を円滑にするネガティ

ブ・ポライトネス・ストラテジー（negative politeness strategy）に属し、相手の

感情を配慮して自分の発話を和らげる効果があると考えられる。

　教師と学生のような力関係が鮮明になった論文指導の場面では、お互いの立

場を尊重して心情を配慮せざるを得ないときが多いため、「ただ」を用いる機会

が多いと考えられる。特に、目下の者である学生にとっては自分の発言に更な

る注意を払わないわけにはいかず、対比談話標識より「ただ」が多く用いられ

たことが観察された。以下で「ただ」の使用状況を「自分の発話に対する補足」

の場合と「相手の発話に対する補足」の場合に分けて説明する。

・「自分の発話に対する補足」

　対比談話標識の場合は補足内容を強調する響きがあるのに対し、「ただ」の場

合は見せかけの重点はずしという特質があるため、補足内容である自分の意見

を控えめに主張する効果があると考えられる。
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例１２

　例１２では、JSM０１（学生）はJTM０７（教師）に"kobiety biznesu"という言葉に

関わる問題を説明する。JSM０１はまずこの問題も扱われている『Dunaj』という

論文を紹介し、それからその論文には"kobiety in、biznesu"という例が挙げられ

ていなかったという情報を自ら補足した。ここで「ただ」を使用することによっ

て、JSM０１の補足内容を婉曲に伝える効果があると思われる。

・「相手の発話に対する補足」

　川越（２００３）は相手の発話に対する「ただ」の使用について、次のように述

べている。

相手の発話の内容に対して自分の意見を言うとき、「しかし」ならはっきり

と反論を示すことになるが、「ただ」なら相手の発話内容を一応賛意を示し

ながら、意見の相違点や問題点を控えめに主張することができる。これ

は、聞き手が気分を害さないようにと配慮をしているものである。

 （川越２００３：８６）

 

発話内容話者発話文終了発話文番号

あの、これ自体は、もう元からある、ポーランド語の元
からある言葉なんですけど。

JSM０１＊２８－２

はい。JTM０７＊３０

だから、その『Dunaj』の論文で、それがちょうど扱われ
てて、『Dunaj』はこの"kobiety biznesu"という例は出して
なかったんですけど、この下にあげた"biznesmenka、 
biznes woman、 kobieta interesu"という３、３つのかたち
があるというふうに挙げてるんですね。

JSM０１＊３１

ん、ん、ん。JTM０７＊３２

ただ、"kobiety in、 biznesu"というのはあげてなかったん
ですけど。

JSM０１＊３３

なる＜ほど＞｛＜｝。JTM０７＊３４
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例１３

　例１３は、JTM０４（教師）がJSF０４（学生）に研究の方法と態度について語る例

である。JSF０４はJTM０４の話を聞いた後、まず「そうですね」という緩和語句で

ターンを受け取り、それから「ただ」を用いて自分の考えや意見を控えめに述

べた。

　以上のように、「ただ」を用いた発話行為は見せかけの重点はずしという特質

があるため、自分の意見を補足したり相手の発話に対する自分の考えを述べた

りするときに柔らかく聞こえ、会話全体の進行をスムーズにする効果があるこ

とが示された。

５．まとめと今後の課題

　以上の調査内容を簡単にまとめると、以下の通りである。

・対比談話標識のコミュニケーション上の機能は「対立予告」、「話題移行」、

「情報追加」の３つにまとめられる。

・談話標識「でも」は日常会話でもっとも頻繁に用いられる対比談話標識であ

り、対比談話標識の使用基調でもある。会話の途中で「だけど」や「しかし」

などのほかの対比談話標識へシフトして用いることは有標的な行動であると

考えられる。

・談話標識「しかし」の使用割合がもっとも高いのは論文指導の場面であるこ

とから、談話標識「しかし」へのシフトはフォーマルな場面で主に生じ、真

剣な話を繋ぐ傾向があると考えられる。親しい間柄での会話であえて「しか

し」を使用することにより、違和感から生じる面白味のある言い方になるこ

とも観察された。

発話内容話者発話文終了発話文番号

＜でも＞｛＞｝、そ、だからー、もちろん全部調査するの
ではなくて（はい）「JSF０４姓」さんのわかる範囲で見て
いて、あ、どうも間違いが多いんじゃないかと思えば、
やっぱり、さい、再調査せざるを得ないですよね。

JTM０４＊３２

そうですね、ただ「作家４名」さんのものは、わたしが
読んだ限りでは、ま、間違ってるかどうかが分らない
（ん）ということもあるんですが、（後略）

JSF０４＊３３
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・談話標識「だけど」の使用は仲間意識を築く親近感促進剤と考えられ、同年

代友人同士の場面で「だけど」にシフトする現象はしばしば見られる。それ

に対し、心理的負担が大きいと考えられるほかの２つの場面、特に論文指導

の場面では、対比談話標識のかわりに「ただ」が多く用いられることが特徴

である。それは、「だけど」を用いた発話行為はポジティブ・ポライトネス・

ストラテジーであるのに対し、「ただ」を用いた発話行為は相手の感情を配慮

して自分の発話を和らげるネガティブ・ポライトネス・ストラテジーである

ためであると考えられる。

　今回の調査は『BTSによる多言語話し言葉コーパス－日本語会話１』に基づ

き、日本語の対比談話標識に関する分析であるが、今後は調査範囲を中国語の

対比談話標識にまで広げ、中国語との対照分析を通して対比談話標識の普遍性

と個別言語における特殊性を探求していきたいと考えている。

注

１　例文の表記方法と記号については宇佐美（２００３）を参照されたい。

２　同年代友人同士：１０代後半から２０代半ばの女子学生、２１組。同年代初対面

同士：２０代女子学生、１１組。論文指導場面：教師（男性９名、女性１名）

と生徒（男性３名、女性７名）、１０組。

３　（各対比談話標識がつく発話文の数）÷各場面の全会話文数

４　岩澤（１９８５）によると、基調となる接続詞は１つであり、２つ以上の語を

基調にする場合は少ない。

５　林（２００１：２８３）は対立の定義について、「基本的に先行の文脈（発話）を

前提にし、後続発話が先行発話の情報から想定・期待されるイメージや解

釈・評価・結論を否定する、あるいは比較することである」と述べている。

本研究はこの定義を援用する。
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